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 列王記下 エルサレムとユダはつい

　える人でも,主を信じなければ,主の目に悪を行っているのです。その道の終わり 日 23:36- にその御前からどうなり

　は滅びです。一人でも「御前から捨て去られること」がないよう,主を伝えましょう。    24:20 ましたか。

ヨヤキンは生きている間

月 25:1-30 毎日何を常に王から支

給されましたか。

歴代誌上 最初の勇士になったの

　 　 火 1:1-54 は,誰ですか。

［火]歴代誌は「日々の出来事」という意味です。アダムからキュロス王(BC.538)

イスラエルの人々を治め

水 2:1-55 る王がいなかった時,どこ

を治る王はいましたか。

［水]家族の名前が出てきます。神は人が孤独に陥ることなく,豊かな人間関係を ソロモンの母は誰でした

　作り出せるように,夫婦,親子を与えました。家庭に主をお迎えする時,夫婦,親子 木 3:1-24 か。

　関係に断絶はなくなり,愛し合えます。主を中心とする家庭こそ,幸せな家庭です。

ヤベツは何が私と共に

金 4:1-23 あって,災いから私を守り

と,祈りましたか。

　自らが信仰に生き,幼い頃から聖書日課に励げみ,心を霊育することが大切です。 彼らは何を見つけました

土 4:24-43 か。

　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　それは苦しみによって,秀でた信仰と人格が生まれ

感
　　　　　　　　 　　　 　 　 　　　  　苦しみに遭った時,「御手が私と共にあって災いか 想
                                     　　  ら私を守り」と祈りましょう。祈りは,答えられます。 と
　　　　　　　　　　　 祈
　　　　　　                           ［土]羊の群れのために,豊かで良い牧草地を見つけ り

の
課

　　　　　　　　　　　　　　　　  　 　 れるように,羊(信徒)が羊を産む(伝道する)ことが大 題
　

親子聖書日課

　物で養って下さいます。聖書日課によって,毎日欠かさず主と食事を共にするな

　までの歴史が記されています。全人類は星の数のように増えていきます。歴史

［日]「主の目に悪とされることをことごとく行った」これが人間の姿です。立派に見

[月]捕囚となったヨヤキンが日々の糧で養われたように,主は私達を朽ちない食

　ら,霊の力に与れます。罪の捕囚から解放されるために,日々の糧を頂きましょう。

　は「His-story」人間の物語です。私達の先祖を辿ると,なんとアダムに至ります。

　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　たからです。苦しむことはマイナスではありません。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　  [金]苦しみのヤベツが兄弟の中で最も尊ばれました。

　導かれなければ,仲たがいが起こり,ダビデ家のような悲劇さえ起こるのです。親

  　　　　　　 　　　　　　　　  　　   ました。そこは「広く,平穏」でした。教会は霊の糧を

　　　　　　　　　　　　　　   　　　　 切です。分級や礼拝にお誘いしましょう。

［木]子供が与えられることほど,素晴らしい神の恵みはありません。しかし,信仰に

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 ゆったり頂ける良い牧草地です。沢山の羊が導か


